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発光茸 Pleurotuslunaillustrisについて

宮 城 元 助

OnaLuminousFungus,PleurotusEunaillust

risfrom theYaeyamaIslands

GensukeMIYAGI

Restine

1.Theauthorcollectedsomespecimensofaluminousfungus,Pleurotusi,unaill,uStrLR,

a=helriomotelslandandthelshigakiIslandin1962.

2.Theilluminationofthefunguswasrecognizedonthehypha,stipe,andpileus,

butnotonthespore.Theilluminationwasobservedtostrongerinthisspeciesthan

inF2'lobolet･usmanirularis(Miyagi,1958).

3.Thisfungushasbeenknownfrom theMalay ArchipelagoandtheBorneo

Island.Itisnow madeknownfrom theislandsoflriomote,andlshigakiwhich

seemstobethenorthernlimitofitsdistribution.

緒 冒

琉球列島よりも南方に位置する南洋群島で数種,北方の日本列島で数種の発光茸を産するこ

とが報告されている.琉球列島の発光茸については1958年,筆者は沖縄島に於いてFi'robolet,us

lnaniplarisと他に 1種が産することを報告したがそれ以外には知られていない.筆者は1962年

6月,八重山群島の西表島,石垣島の採集で前記2種と異なった1種を得たのでここに報告し

たい.

形 悲

子実体 ;傘は径10-30mm 或はそれ以上に及び,半月状又は腎臓形をしている.表面は湿

潤,白色,古くなると,帯暗線褐色となる.無毛,縁は稗大きい鋸歯状をなし,時にやや裂け

る;肉は白色,柔軟,無臭,無味 ;袴は垂生,白色,むしろ疎,茎は短かく偏心性,緊撤,白色,

中実 ;胞子は円墳形,平滑,4-6p-3-5FL;胞子紋は白色.

発 光 の 親 察

本茸は傘,摺,茎,菌 糸の部位が発光する.胞子の発光の有無は紙上にこれを落して観察

したが発光性はなかった.発光の色調は肉眼的に観察したが青白色である.光の強さほ F.

1naniplarisの光 力 より強い と思われた.発光している子実体をフイルム上に置いて感光させ

た.(Fig.b.)
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筆者が本草を採集したのは,西表島の西海岸,租納部落の上の山林内で,1962年6月2日,

広葉樹の切株'/1畳生していたものである.次'Il粗納部落から稲葉部落に通ずる道路で,枯れ

た木の根が地上に露出した部分に生じたものである.同島東海岸に於ては,大富部落に近い

山林内で木の切株に生じたものである.石垣島では西海岸の野底部落に近い山林内で1962年6

月11日に,新川部落の上の林中道路側の切株に畳生しているのを1962年6月13日に採集した.

(Fig,C)

着生していた樹木の種類について,新川部落か らの採集品で調べたが, リュウキ ュウガキ

Diospyrosmaritima と思われたが腐朽 していたためはっきりしなかった.今回の採集では広

葉樹の枯れた幹枝に畳生していることが観察された.

考 察 及 摘 要

1,発光茸 Ple･urot･Ll,Si,Lma2'll,ustn'Sは羽田氏がマレイ群島で採集した標本について,川村氏が

命名したものであることが記載されている.今回八重山群島の西表島,石垣島から採集して,

発光を観察した.

2.発光の部位は傘,摺,茎,菌糸の部分で,胞子は発光性がなかった.発光の強さは羽田

氏により測定されたが,肉眼的観察の結果は Filoboletusmaniplarisのより強いことが, ラ

かがわれた.

3.本種は南方のマライ群島及びボルネオ島に分布していることが羽根田氏によって報告さ

れている.今回西表島,石垣島に産することがわかった.
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Fig.a:Pleurotus
lunaillusか･is

Fig.b:Luminationof
P.lunaillustris,
after6-hours

eXpOSure,Ona
film Kodak,
TRトⅩ,ASA200.

Fig.C'.P.lunaillusfris,
inarotenwood.


